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９月２０日北海道ホルスタインナショナルショウの様子



審査員

山口 寿典氏

８
月
22
日
、
道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
豊
富
町
家
畜
市
場

に
て
開
催
さ
れ
、
枝
幸
町
よ
り
10
戸
21
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

宗
谷
・
留
萌
管
内
よ
り
集
ま
っ
た
１
６
０
頭
か
ら
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
の
椅
子
を
め
ぐ
り
熱
い
戦
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
、
念
願
の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
ベ
ス
ト

な
状
態
で
審
査
に
挑
み
ま
し
た
。

審
査
員
は
（
株
）
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所
の
山
口
寿
典
氏
が
選

任
さ
れ
慎
重
で
的
確
な
審
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
部
で
は
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
ニ
シ
キ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
チ

ヤ
ー
チ
ル
キ
ヤ
ロ
ラ
イ
ン
」
号
が
１
等
１
席
、
２
部
で
は
高
橋
慶
大

さ
ん
出
品
の
「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
バ
ー
ク
」
号
が
１

等
１
席
、
１
等
２
席
に
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
マ
タ
ド
ー
ア
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
シ
ル
キ
ー
」
号
が
選
ば
れ
、
４
部
で
は
、
１
等
１
席

に
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
Ｔ
Ｍ
Ｆ
ホ
ン
マ
エ
ミ
ー
ル
チ
ツ
プ
マ
ー

ト
ン
」
号
、
１
等
３
席
に
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
ニ
シ
キ
フ
オ
ー

チ
ユ
ン
モ
ア
シ
ド
」
号
、
５
部
で
は
、
１
等
２
席
に
寺
前
吉
幸
さ
ん

出
品
の
「
ハ
ー
バ
ビ
ユ
ー
ウ
イ
ン
ド
ブ
ル
ツ
ク
シ
マ
ー
」
号
、
２
等
１

席
に
内
田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ウ
チ
フ
レ
ー
ラ
ン
ド
ア
ツ
ト
ウ
エ

ン
デ
イ
ー
」
号
、
そ
し
て
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
ン
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
エ
ツ
セ
」

号
が
６
部
の
１
等
１
席
に
輝
き
ま
し
た
。
９
部
で
は
、
小
椋
義
則

さ
ん
出
品
の
「
ウ
イ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ス
Ａ
Ｗ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ミ
ツ

シ
ー
」
号
が
１
等
２
席
、
高
橋
慶
大
さ
ん
出
品
の
「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

ア
ル
タ
メ
イ
ジ
ン
グ
ベ
ル
ウ
ー
ド
」
号
が
１
等
３
席
、
11
部
で
は
澤

田
和
人
さ
ん
出
品
の
「
Ｊ
Ｃ
ル
デ
ー
シ
ド
シ
ヤ
ー
レ
ツ
テ
イ
」
号
が

1
等
1
席
な
ど
上
位
入
賞
が
多
く
枝
幸
町
乳
牛
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
に
６

戸
12
頭
の
進
出
が
決
ま
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
は
豊
富
町
の
栗
城
一
貴
さ
ん
出
品
の

「
エ
ツ
セ
ン
ス
ダ
ー
ハ
ム
レ
ク
サ
ス
ア
ポ
ロ
Ｅ
Ｔ
」
号
が
選
ば
れ
ま
し

た
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
４
部
出
品
の
小
椋
義
則
さ
ん
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
２
部
出
品
の
高
橋
慶
大
さ
ん
、

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
11
部
出
品
の
澤
田
和

人
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

左から インターミディエイトチャンピオン（11部1等1席：澤田さん）
ジュニアリザープチャンピオン （2部1等1席：高橋さん）
ジュニアチャンピオン （4部1等1席：小椋さん）

部 順 位 出 品 者 名　　　　　　号

0１部 １等 １席 赤 坂 一 弘 ﾆｼｷ  ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ 　ﾁﾔｰﾁｴﾙ  ｷﾔﾛﾗｲﾝ 全道共進会へ進出

２ 等 賞 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀ  ー ｱｲﾃﾞｱﾙ ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ
２ 等 賞 石 山 享 ｱﾋﾞｹﾞｰﾙ  ｸﾞﾚｰｽﾌﾙ 　ｱｸﾐｰ  E T

0２部 １等 １席 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀ  ー ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ  ﾊﾞｰｸ 全道共進会へ進出

１等 ２席 赤 坂 一 弘 ﾏﾀﾄﾞｰｱ  ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ  ｼﾙｷｰ 全道共進会へ進出

0３部 ２ 等 賞 山 崎 紀 幸 ｶｰﾈﾘｱﾝ　ﾎｰﾌﾟ　ｽﾊﾟｸﾘﾝｸﾞ
0４部 １等 １席 小 椋 義 則 T M F  ﾎﾝﾏ  ｴﾐｰﾙ ﾁﾂﾌﾟ  ﾏｰﾄﾝ 全道共進会へ進出

１等 ３席 赤 坂 一 弘 ﾆｼｷ  ﾌｵｰﾁﾕﾝ  ﾓｱ  ｼﾄﾞ 全道共進会へ進出

0５部 １等 ２席 寺 前 吉 幸 ﾊｰﾊﾞｰﾋﾞﾕ  ー ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾙﾂｸ  ｼﾏｰ 全道共進会へ進出

２等 １席 内田 喜久男 ｳﾁ  ﾌﾚｰﾗﾝﾄﾞ  ｱﾂﾄ  ｳｴﾝﾃﾞｲｰ 全道共進会へ進出

0６部 １等 １席 内田 喜久男 ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ  ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ  ｴﾂｾ 全道共進会へ進出

0７部 ３ 等 賞 関 口 真 也 ｼﾞｴﾈﾗﾙ  ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ  ｱﾀﾂｼﾕ
0８部 ２ 等 賞 関 口 真 也 M.F  ｱﾌﾀｰｼﾖﾂｸ  ｽﾄｰﾏﾃｲﾂｸ
0９部 １等 ２席 小 椋 義 則 ｳｲﾝﾀｰﾌﾟﾚｰｽ  A Ｗ　ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ  ﾐﾂｼｰ 全道共進会へ進出

１等 ３席 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ　ｱﾙﾀﾒｲｼﾞﾝｸﾞ　ﾍﾞﾙｳｰﾄﾞ 全道共進会へ進出
１０部 ２ 等 賞 小 椋 孝 則 ﾎｰﾌﾟﾗﾝﾄﾞ　ﾍﾞﾂﾂｲ　ｽﾊﾟｲﾗﾙ　ﾎﾏﾚ
１１部 １等 １席 澤 田 和 人 J C  ﾙﾃﾞｰｼﾄﾞ  ｼﾔｰﾚﾂﾃｲ 全道共進会へ進出

１３部 ２等 １席 小 椋 義 則 ｵﾑﾗ  ﾄﾞﾇｰﾌﾞ  ｱｲｵｰﾝ
２ 等 賞 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ　ｼｰﾊﾞｰ　ﾗﾓﾝ 全道共進会へ進出

１５部 ２ 等 賞 澤 田 和 人 J C  ﾊｲ  ﾎﾞﾙﾄﾝ  ﾊﾞﾝﾋﾞ
２ 等 賞 赤 坂 一 弘 ﾏﾀﾄﾞｰｱ　ｸﾘｽ　ｺﾞｰﾙﾄﾞｳｲﾝ　ｽﾃﾗ

道北ホルスタイン共進会出品牛成績



９
月
19
日
～
20
日
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル

シ
ョ
ウ
が
安
平
町
早
来
で
行
わ
れ
、
全
道
各
地
よ
り
５
０

０
頭
の
乳
牛
が
集
ま
り
ま
し
た
。

審
査
員
は
、
カ
ム
ラ
・
マ
ッ
キ
ン
ベ
ン
氏
（
カ
ナ
ダ
・
酪
農

家
）
が
務
め
審
査
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
出
場
権
が
懸
か
っ
て
い

る
せ
い
か
、
会
場
は
異
様
な
緊
張
に
包
ま
れ
て
お
り
、
出

品
者
や
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
観
客
ま
で
も
が
、
固
唾
を

の
ん
で
審
査
の
行
方
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

枝
幸
町
か
ら
は
12
頭
が
出
品
さ
れ
４
部
で
小
椋
義
則
さ

ん
出
品
の
「
Ｔ
Ｍ
Ｆ
ホ
ン
マ
エ
ミ
ー
ル
チ
ツ
プ
マ
ー
ト
ン
」
号

が
１
等
２
席
、
６
部
で
内
田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ハ
ツ

ピ
ー
ラ
イ
ン
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
エ
ツ
セ
」
号
も
１
等
２
席
に
選

ば
れ
見
事
10
月
24
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
出
品
牛
達
も
健
闘
し
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
が
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
の
は
、
豊
富
町

の
佐
藤
道
寛
氏
出
品
の
「
レ
ス
ポ
ア
ー
ル
レ
ー
ガ
ン
ス
タ
ー

ハ
ー
ゲ
ン
」
号
が
選
ば
れ
、
今
年
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

出
品
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

4部1等2席
TMF ﾎﾝﾏ ｴﾐｰﾙ ﾁﾂﾌﾟ ﾏｰﾄﾝ（小椋義則）

6部1等2席
ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ ｴﾂｾ（内田喜久男）

審査員

カラム・マッキンベン氏

部 順 位 出 品 者 名　　　　　　号

0１部 ２ 等 賞 赤 坂 一 弘 ﾆｼｷ  ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ 　ﾁﾔｰﾁｴﾙ  ｷﾔﾛﾗｲﾝ

0２部 ２ 等 賞 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ  ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ  ﾊﾞｰｸ
２ 等 賞 赤 坂 一 弘 ﾏﾀﾄﾞｰｱ  ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ  ｼﾙｷｰ

0４部 １等 ２席 小 椋 義 則 T M F  ﾎﾝﾏ  ｴﾐｰﾙ ﾁﾂﾌﾟ  ﾏｰﾄﾝ 全国共進会へ進出

３ 等 賞 赤 坂 一 弘 ﾆｼｷ  ﾌｵｰﾁﾕﾝ  ﾓｱ  ｼﾄﾞ
0５部 ２ 等 賞 寺 前 吉 幸 ﾊｰﾊﾞｰﾋﾞﾕｰ  ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾙﾂｸ  ｼﾏｰ

２ 等 賞 内田 喜久男 ｳﾁ  ﾌﾚｰﾗﾝﾄﾞ  ｱﾂﾄ  ｳｴﾝﾃﾞｲｰ
0６部 １等 ２席 内田 喜久男 ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ  ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ  ｴﾂｾ 全国共進会へ進出

0９部 ３ 等 賞 小 椋 義 則 ｳｲﾝﾀｰﾌﾟﾚｰｽ  A Ｗ　ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ  ﾐﾂｼｰ

３ 等 賞 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ　ｱﾙﾀﾒｲｼﾞﾝｸﾞ　ﾍﾞﾙｳｰﾄﾞ
１１部 ３ 等 賞 澤 田 和 人 J C  ﾙﾃﾞｰｼﾄﾞ  ｼﾔｰﾚﾂﾃｲ
１３部 ３ 等 賞 高 橋 慶 大 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ　ｼｰﾊﾞｰ　ﾗﾓﾝ

北海道ホルスタインナショナルショウ出品牛成績



宗谷南農協青年部 農村ホームステイ

北海道農協青年部協議会主催の食育活動の一環である

「農村ホームステイ」が歌登藤山牧場の青年部盟友祐介さんの基で

実施されました。

実習生として歌登小学校の伊藤教頭先生が参加し、酪農家の一

日を体験しました。（９月２６日昼～２７日昼まで）

牛舎・農作業機械の見学・説明から始まり、バキュームによるスラ

リー散布体験、エサ作り体験、搾乳体験などが行われました。

牛も人と同じで綺麗で清潔な家に住み、おいしいエサがあれば健

康になれると語る祐介さんに習い、伊藤先生も徹底して清潔な牛舎

管理を実施して頂きました。

途中、歌登小学校に通う祐介さんのお子さんも参加し、先生に掃

除や餌寄せを教えながら、作業しておりました。

今回の研修生である伊藤先生は「酪農の大変さを直に体験出来

た。学校に戻ったら、この体験を教え子たちにも伝えたい」と仰って

おりました。

ト
ラ
ク
タ
ー
体
験

餌作りの様子

（ミキシング）

人工授精の様子を見学

乳検データをみて乳牛管理の勉強中

搾
乳
体
験
中

教え子と牧草の掃寄作業



意見交換会では、ＪＡ宗谷南青年部５名と宗青協の盟友４名が参加し意見交換を行いました。

その中で農林水産省の阿南さんは、「１日を通して酪農家の仕事をしたのは初めてで農水省の職員として

酪農家がどのような仕事をして、何を必要としているかを知る為によい経験になった。」「ちょっとした仕事も

すべて人の手で行われていることを自分の体で体験でき、体力的にも大変だけどホームスティ先では、明る

く、楽しく素晴らしい生活だと感じた。」と語っていました。

宗青協では「見せる酪農というテーマで活動を行っており、今回の経験を色々な所へ発信してもらいたい。

今後もこの様な交流を続け、将来へつなげていければいいと話していました。

農林水産省職員 農村ホームステイ

９月２８日～３０日まで

農林水産省より阿南拓さん・鴨川まりさんの２名

が青年部盟友の基で農村ホームステイを行いまし

た。関口牧場では真也さんが鴨川まりさんの研修

を担当し、髙橋牧場では慶大さんが阿南拓さんの

研修を担当しました。２８日の夕方～３０日の朝の

作業を通して、酪農家の１日を体験して頂きました。

２日目の夜は交流会で、３日目は意見交換会に

て酪農家としての、研修生としてお互いの意見を

話し合いました。

左より

関口真也さん・鴨川まりさん・阿南拓さん・髙橋慶大さん

稚内からの道中

宗谷岬に立寄り

酪農作業体験

意見交換会



９
月
16
日
～
17
日
の
２
日
間
で
、
枝
幸
中
学

校
２
年
生
の
職
場
体
験
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
宗
谷

南
に
は
、
須
田
泰
誠
さ
ん
と
田
部
諒
太
さ
ん
の

２
名
が
体
験
に
訪
れ
、
生
産
資
材
課
と
営
農
課

を
交
互
に
体
験
し
ま
し
た
。

須
田
さ
ん
、
田
部
さ
ん
共
に
普
段
関
わ
り
の

無
い
職
場
と
い
う
事
で
農
協
を
希
望
し
た
よ
う

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
動
画
鑑
賞
等
で
し
か
使
わ

な
い
た
め
、
事
務
的
な
作
業
に
、
「
難
し
い
が
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
資
材
店
舗
で
様
々
な
農
業
用
品
を
販

売
し
て
い
る
事
を
初
め
て
知
り
、
驚
い
た
事
や
、

酪
農
に
も
少
し
興
味
が
湧
い
て
き
た
事
な
ど
、

楽
し
い
職
場
体
験
で
し
た
と
話
し
て
お
り
、
今

後
も
、
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
を
通
し
て
、
枝

幸
町
の
子
供
達
に
酪
農
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真剣な眼差でデータ

打ち込みをする田部諒太さん

伝票整理をおしえてもらう、須田泰誠さん

９
月
９
日
に
、
枝
幸
小
学
校
３
年
生
の
社
会
科

見
学
が
、
公
共
育
成
牧
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

牧
場
が
初
め
て
と
い
う
子
供
達
が
多
く
、
車
か

ら
降
り
た
瞬
間
に
「
臭
い
」
と
嗅
ぎ
な
れ
な
い
牛

（
牛
糞
）
の
香
り
に
戸
惑
い
が
あ
っ
た
様
子
で
し

た
が
、
安
部
場
長
の
挨
拶
の
頃
に
は
す
っ
か
り
慣

れ
た
様
子
で
し
た
。

施
設
の
説
明
で
は
、
枝
幸
の
木
材
を
使
っ
た
哺

育
牛
舎
や
、
育
成
舎
、
堆
肥
舎
を
紹
介
。
そ
し
て

地
元
の
酪
農
家
か
ら
預
か
っ
た
子
牛
を
お
母
さ

ん
牛
に
し
て
帰
す
ま
で
を
説
明
し
、
そ
の
中
で
子

牛
か
ら
牛
乳
が
生
産
す
る
ま
で
の
酪
農
家
と
い

う
仕
事
と
、
生
乳
生
産
の
意
義
深
さ
を
説
明
し

ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
達
か
ら
は
様
々
な
質
問
が
飛
出

し
、
回
答
に
困
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
子
供
達
に
、
酪
農
の
楽
し
さ
や
、
大
変
さ
、

そ
し
て
大
切
さ
を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

安部場長の話を真剣に聞く子供達

沢山の質問が出ました

10
月
３
日
、
東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
内
で
新

農
業
人
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
枝
幸
町
農
業
推
進
連
絡
協
議
会
（
枝

幸
町
・
宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
農
協
）
お
よ
び
宗
谷
南
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
が
出
店
し
ま
し
た
。

東
京
会
場
と
い
う
事
も
あ
り
全
国
各
地
よ
り
就
農
相
談
や
求
人

な
ど
農
業
関
係
者
２
０
５
ブ
ー
ス
が
出
店
さ
れ
、
お
よ
そ
１
０
０
０

人
の
来
場
客
で
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
農
業
人
フ
ェ
ア
を
分

か
り
易
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
工
夫
も
さ
れ
て
お
り
、
農
業
を
目
指

す
人
達
へ
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
る
内
容
で
し
た
。

当
ブ
ー
ス
に
は
、
8
名
の
方
が
相
談
し
に
来
ら
れ
、
熱
意
溢
れ
る

若
者
に
相
談
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
農
業
人
フ
ェ
ア
は
、
各
地
で
行
わ
れ
、
10
月
24
日
札
幌

で
も
開
催
さ
れ
る
為
、
札
幌
会
場
に
も
出
店
し
、
枝
幸
町
へ
就
農
し

て
く
れ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

多くの人で賑わう会場内、北海道内のブース

当ブースの相談の様子



10
月
８
日
、
公
共
育
成
牧
場
の
退

牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
が
接
近
し
て
い
る
影

響
で
、
雨
風
が
強
い
中
で
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
が
、
町
内
若
手
酪
農
家

や
役
場
・
職
員
の
頑
張
り
に
よ
り
無

事
２
５
０
頭
が
酪
農
家
の
も
と
へ
帰

さ
れ
ま
し
た
。

夏
季
に
預
託
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ

半
年
、
身
体
も
大
き
く
な
り
、
受
胎

し
て
元
気
に
自
分
の
牧
場
へ
帰
り
ま

し
た
。

ま
た
、
10
月
14
日
に
は
、
冬
季
預

託
の
為
放
牧
地
か
ら
、
育
成
牧
場
の

育
成
舎
へ
３
０
０
頭
が
移
動
さ
れ
、

今
年
の
一
斉
退
牧
が
終
了
し
ま
し

た
。

10
月
4
日
よ
く
ば
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、

牛
乳
消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
当
組
合
も
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
爆
弾
低
気
圧
の
余
波
で
強
風
が
続
く
予
報

の
た
め
準
備
が
出
来
な
い
と
い
う
事
で
、
予
定
さ
れ
て

い
た
、
秋
サ
ケ
の
つ
か
み
取
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止

と
出
店
の
縮
小
な
ど
を
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
風
も
穏
や
か
で
晴
れ
間
も
あ
り
、
来
場
客
は

例
年
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
、
女
性
部
に
協
力
を
頂
き
無
事
に
ジ
ャ
ガ
バ

タ
ー
と
牛
乳
の
無
料
配
布
、
乳
製
品
の
販
売
も
完
売
し
、

乳
製
品
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
、
枝
幸
町
問
牧
の
魚
つ
き

森
で
町
民
植
樹
祭
が
行
わ
れ
町
民
お

よ
そ
50
名
が
参
加
し
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

と
ハ
ン
ノ
キ
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。

町
民
植
樹
祭
は
、
枝
幸
町
緑
化
推
進

委
員
会
が
主
催
で
、
未
来
の
枝
幸
町
の

森
林
を
守
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
地
球

の
環
境
破
壊
が
進
む
中
、
山
や
森
林
の

守
る
事
が
農
業
に
と
っ
て
も
大
変
意
義

深
い
こ
と
で
あ
る
為
今
後
と
も
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

JA宗谷南 管理部の浦谷正憲による見事な植樹



翌

日

は

天

気

に

恵

ま

れ

快
晴
。
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
は
、
昨
日
と
同

じ
く
竹
内
支
所
長
が
先
発
。

初

回

に

２

点

を

許

す

も

の

の
、
後
の
イ
ニ
ン
グ
は
好
投

し
、
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
の
打
線

を
抑
え
ま
す
。
２
対
０
の
こ

う
着
状
態
が
続
く
中
、
５
回

裏
に
相
手
の
エ
ラ
ー
が
重
な

り

待

望

の

１

点

を

返

す

こ

と
に
成
功
。
こ
の
ま
ま
勢
い

に

乗

っ

て

逆

転

し

た

い

Ｊ

Ａ
宗
谷
南
で
し
た
が
、
６
回
、

７

回

と

相

手

打

線

を

止

め

ら
れ
ず
、
敗
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

前

半

か

ら

中

盤

あ

た

り

ま

で

い

い

勝

負

を

し

て

い

た
こ
と
も
あ
り
、
悔
し
い
結

果

と

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た
が
、
試
合
を
通
し
て
課
題

も
見
つ
か
り
、
来
年
に
繋
が

る
良
い
試
合
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
道
野
球
大
会
が
９
月
２
、
３

日
に
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
野
球
部
も

参
戦
し
て
き
ま
し
た
。

初
戦
は
２
日
に
行
わ
れ
、
野
幌
総
合

運

動

公

園

野

球

場

で
Ｊ

Ａ

よ

う

て

い

と
の
対
戦
。
試
合
開
始
か
ら
雨
が
降
る

中
、
竹
内
浩
文
支
所
長
が
先
発
。
悪
天

候
で
制
球
が
定
ま
ら
ず
、
初
回
に
２
点

取
ら
れ
、
途
中
で
今
回
補
強
選
手
と
し

て

参

加

し

た

Ｊ

Ａ

北
宗

谷

の

下

山

さ

ん
に
投
手
を
交
代
す
る
も
、
３
回
に
８

点

を

取

ら

れ

て

し

ま

い

ま

す
。
相

手

チ
ー
ム
に
主
導
権
を
握
ら
れ
ま
す
が
、

こ
ち
ら
も
負
け
じ
と
応
戦
。
３
回
裏
に

３
点
を
返
し
、
反
撃
の
狼
煙
を
上
げ
ま

す
が
、
途
中
か
ら
雨
が
酷
く
な
り
ノ
ー

ゲ
ー
ム
に
。
決
着
は
次
の
日
に
持
ち
越

し
と
な
り
ま
し
た
。

悪天候の中、力投する

竹内浩文支所長

～試合結果～

編
集
委
員

村
田

太

伊
藤

太
良

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲 チ ー ム 名 一 二 三 四 五 六 七 計

ＪＡようてい 2 0 0 0 0 4 3 9
Ｊ Ａ宗谷南 0 0 0 0 1 0 0 1


